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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
修学旅行費用調査について　その２
　先週はお忙しい日々を送られたことと思います。お疲れさまでした。

　さて、11月17日の連携会議はそういうことで参加者が少なかったため、改めて修学旅行費用調査についてご連絡いたします。

　9月22日の第25回、10月14日の第26回連携会議と、2回連続で修学旅行費用調査について交流してまいりましたが、事務局の手順が悪いこともあって未だ切りのいい報告を出すに至っていません。全ての学校で修学旅行が終了する時期に合わせて調査を行うべきだったかもしれません。いずれにせよ、集計表の空欄を埋めてもらう方法で集計表を完成させたいのでよろしくお願いいたします。ポイントは以下の通りです。
①児童生徒・引率職員からの集金額を記入してください。引率職員の集金額は「業者に支払った旅行代金」欄の額と同じになる場合が多いと思います。
②就学援助給付額については、確定した額を記入してください。
③問題は「集金額と旅行業者支払額の差額内訳及び雑費の内訳」欄です。これは要するに、旅行業者に支払った経費以外にどのくらいの金額が集められ、その額がどのように使われているかを調査するわけです。ただし、旅行会社に支払った費用の中に「雑費」が入っている学校もあるようです。また、見学料などは旅行業者を経由せずに学校で支払う学校もあります。また、過日ある旅行業者に尋ねたら、その業者が扱う管内の中学校の全てが、旅行費用を業者の口座に保護者が直接振り込むようになっていると聞きました。そうなると、この場合の「差額」の経理も業者さんが行うことになっているようで、いろいろと課題がありそうです。調査に手間取ることが予想されますが、よろしくお願いします。
④最後に「この際だからどこまでいったかも知りたい」という意見もありましたので、「主な行き先」を記入する欄も設けましたが、既にいただいた見積書で分かるところは入れておきました。間違っていたら訂正お願いします。
以上、この号と一緒に送ったエクセル一覧表に記入して送り返してください。


「教育財政に関する調査」（PDF版）をメールで近日中にお送りします。各校印刷して　文書受付・回覧をお願いします。※グラフはA3版です。印刷の際ご注意を!!!
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